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平成30年度「うちエコ診断資格試験」 

受験者募集要領 
 

家庭部門の温室効果ガス排出量は、2012年度には1990年度比で約6割も増加し、家

庭部門の具体的な削減対策が重要となっています。そこで、環境省では、地球温暖化

や省エネ家電などに関する幅広い知識を持った「うちエコ診断士」が、各家庭の実情

に合わせて実行性の高い省CO2・省エネ提案・アドバイスを行う『家庭エコ診断』を

推進しています。 

広島県では、県計画の達成に向け、平成29年度から平成32年度にかけてうちエコ診

断事業を展開することとしています。これを受け、脱温暖化センターひろしまは、診

断士の育成や派遣、受診データの処理などで協力します。 

ついては、「うちエコ診断資格試験」受験者を募集いたします。 

 

＜「うちエコ診断士」とは＞ 

近年のエネルギー問題による電気料金やガス料金、ガソリ

ン等の値上げにより家庭の光熱費の割合が増え、節約意識は

これまで以上に高くなっています。 

しかし、その節約行動は正しい行動を取っているのでしょ

うか？ 実はもっと光熱費の削減に効果的な方法があります。そんな時に活躍す

るのが「うちエコ診断士」です。 

「うちエコ診断士」は、環境省の「うちエコ診断ソフト」を活用し、各家庭

の光熱費やCO2排出量を「見える化」し、オーダーメイドの対策を提案できる

、環境省認定の公的資格です。 

診断士認定の有効期間は、認定日から起算して1年を経過した日以後における

最初の3月31日が経過するまでです。更新研修を受講すれば、延長できます。 

 

「うちエコ診断ソフト」 

各家庭の光熱費（電気代、ガス代、灯油

代ガソリン代）や家族構成などの情報を入

力すると、その地域で同じような世帯と比

較した際の光熱費・CO2排出量のランキ

ング、暖房や給湯など各分野に合わせた対

策とその削減効果が一目で確認できるソフ

トです。 
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１．試験の概要 

うちエコ診断資格試験運営事務局（一般社団法人 地球温暖化防止全国ネット）

が実施するもので、１次試験【筆記試験】と２次試験【実技試験】があります。 

１次試験【筆記試験】 

（１）実施方法：選択式のマークシートによる筆記試験 

（２）出題範囲： 

「うちエコ診断資格試験公式テキスト」（当センターが提供） 

に準拠して出題されますので、このテキストを用いて自主学習し 

ていただきます。テキストには、診断の流れやソフトの操作方法 

をまとめた動画DVDも付属されています。 

科

目 
分野 項目 

科

目

１ 

(1)地球温暖化問題 
①地球温暖化のメカニズム 

②国際的な動向 

(2)日本の現状と動向 

①日本における温室効果ガスの排出状況の推移

②日本における部門別排出状況の推移  

③地球温暖化防止に向けた国内対策  

④家庭部門における国内対策  

(3)家庭部門における二酸化炭素

の排出状況 

①家庭部門の排出状況について  

②家庭部門におけるCO2排出量に影響を与えて

いる要因 

③家庭部門における温室効果ガス削減対策 

科

目

２ 

(4)家庭部門のCO2排出分野に

おける対策の理解  

①冷暖房分野における対策の理解 

②給湯・節水分野における対策の理解 

③家電分野における対策の理解 

④自動車分野における対策の理解 

⑤創エネルギー分野における対策の理解 

科

目

３ 

(5)家庭エコ診断制度とうちエコ

診断  

①家庭エコ診断制度 

②うちエコ診断の流れ、ストーリー 

③うちエコ診断ソフトの特徴、機能 

④うちエコ診断ソフト画面における図やグラフ

の説明 

⑤うちエコ診断ソフトの各画面での操作方法 

(6)個人情報・消費者問題・倫理

規程  

①個人情報保護について 

②消費者問題 

③診断時のマナー、倫理規程 

（３）試験時間：各科目60分間（途中、30分ずつの休憩を挟みます） 

（４）筆記試験の免除 

平成28年度及び平成29年度にうちエコ相談員に認定された方、もしくは平

成28年度及び平成29年度に一次試験【筆記試験】に合格された方は、筆記試

験の免除となる特例措置があります。 
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２次試験【実技試験】＊1次試験合格者が対象 

（１）実施方法：受診者役に対して、審査員が指示する1分野（給湯節水、冷暖房、

自家用車 のいずれか１分野）の診断を実施する。 

（２）流れと時間：①試験開始前に受診者情報を確認し、家族構成や設備状況、暮

らし方などを把握する。【5分間】 

②審査員から診断を行う1分野を伝えられるので、診断ソフト

に既に入力されているデータを確認する。【3分間】 

③受診者役に対して診断を実施する。【10分間】 

（３）審査範囲：「提案力」「コミュニケーション力」「診断ソフトの操作力」に

ついて、審査員が審査する ＊審査員は1～2名 

 

 

２．日時・場所 

１次試験【筆記試験】 

【日時】平成30年7月28日（土） 13：00～17：00  

【場所】岡山科学技術専門学校 昭和町校舎 

（700-0032 岡山市北区昭和町8-10） 

 

２次試験【実技試験】 

【日時】平成30年9月1日（土） 10:00～17:00のうち指定された20分 

集合時間は受験者ごとに異なる 

【場所】岡山県（試験会場は二次試験受験票で案内） 

 

 

３．参加条件 

以下の全ての条件を満たしている方を対象とします。必ずお読みください。 

 

➊ノートパソコンを保有し、メールの送受信ができること 
 
➋ノートパソコンとプリンターの基本的な操作ができること 
 
➌省エネ普及活動に関心があり、活動を広めたいと思っている方 

 
➍試験合格後、「うちエコ診断士」として診断事業に取り組む意思があること 
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４．定員 

10名 

＊申し込み人数が多数の場合は、地域のバランス等を考慮し選考する場合がご

ざいます。予めご了承ください。 

 

 

５．費用 

受験に係る費用（受験料・試験会場までの旅費・テキスト代）は、当センターで

負担します。受験料および旅費は、後日、振り込みますので、立替払いをお願いし

ます。 

＊受験料は各自で振り込んでいただきます。 

＊JRやバスの切符は各自で手配・購入をお願いします。 

＊新幹線は自由席の金額を支給します。 

 

 

６．申し込み方法 

別紙申込書に必要事項を記入のうえ、郵便・ＦＡＸ・メールのいずれかで、６月

１５日（金）までに お申し込みください。 

申し込み締め切り後、申込者ご本人に結果をご連絡します。 

 

 

７．その他 

○本事業に興味のある方は、下記URLをご覧ください。 

 （http://www.uchieco-shindan.go.jp/） 

○受験申し込みは各自で行います（代理申込みができません）。ご自身で「うちエ

コ診断士各試験運営事務局サイト（http://www.uchieco-shindan.go.jp/）」

にアクセスし、申込みから受験料納入までの手続きを行っていただきます。 

○申込みが完了したら、「うちエコ診断資格試験公式テキスト」をお届けします。

各自、自主学習をお願いします。 

 

 

 

【問合せ・申し込み先】 

脱温暖化センターひろしま（広島県地球温暖化防止活動推進センター） 

〒730-8631 広島市中区広瀬北町9-1 

一般財団法人 広島県環境保健協会内 （担当：岩本） 

TEL：082-293-1512  FAX：082-293-1524 

E-mail：hccca@kanhokyo.or.jp 


